
　

　　大田原神社宮司様による神事 　　宮原病院長の玉串奉奠 　　多数の神事参列者

宇都宮鳶木遣保存会の皆様による、木遣り歌の
ご披露に続き手締めで上棟を祝いました。

赤い光は・・・ これも職長さんたちの手作り、

力作です。看板やさんもびっくり。

　　    職長会主導の

　　イルミネーションは

イルミネーション　「メリークリスマス」 　  努力の甲斐あって

長さ14.4ｍ ×高さ6.8mの 大型イルミネーションですが 　　大田原市のコンテ

昼間は足場と一体化しています。 　　ストに入選しました。

工事用のチューブライトでした。

環境に優しいＬＥＤです。 　　ご苦労様でした。

職長さんたちが協力して 職長：日本の事業場において、作業員を指揮監督するものをいう。

組み立てています。 なお、資格としては職長教育を受講したものである。フリー百科事典「ウィキペディア」より

通刊第30号　2011年12月
発　行　病院建設課　    　 マイタウン・マイホスピタル～光と自然に満ちて～　移転新築情報紙　こちら現場!! 第13-2号 

がんばろう!!
日　   本

　昨年の6月30日に起工式を執り行い7月より着工の当院新築工事は、本年11月30日に10階立ち上がりのコンクリート打設完了をもって無事上棟となり
ました。こちら現場!!第13-2号は12月7日（水）に執り行われた「上棟式」の様子と、館名案内サインを含むサイン検証の様子、クリスマスイルミネー
ションの情報や、「がんばる職長さん」コナーなど盛りだくさんの内容です。

　当日は好天に恵まれ、風
もなく穏やかな大安でし
た。
　病棟階西側に架かる大
きな「祝　上棟」が誇らしげ
に迎えてくれました。

　上棟式は午前11時より新病院免震棟8階東病棟スタッフステーションにおいて行われました。
当日は総勢40名超が参加し、宮原院長はじめ、設計監理を代表して和田建築設計部次長、施工者を代表して杉山工事事務所長の
玉串奉奠などが執り行われ上棟を祝うと共に、今後の安全を祈願しました。

　木遣りというのは、昔お城を築くとき、また神社仏閣を建てるとき大
きな材木や石が使われ、それを動かすのに大勢の人の力が必要
で、それらの力を集中させるための掛け声を音頭形式にして調子を
とったのが始まりです。（中略）
　そうした折々宿舎等に集まっては当時流行歌のように盛んだった
木遣りに故郷の歌等をまじえ、自慢しながら歌われたのを口から口
へと伝えられ現在まで唄い継がれてきたものです。
　木遣りには雅楽の音頭形式が取り入れてあるので、作業のほか祝
い歌として、お祭りや、ご祝儀等慶事に広く歌われたものです。（後
略）
【宇都宮鳶木遣保存会冊子より】
　手締めでは「シャン　シャン　シャン」と3度打つのには訳があり全部
で9つ、漢字で「九」になり、最後に「シャン」と1度打つと1つ増えて
「丸」になる。丸く収まる。というようなお話もいただきました。

サイン検証

病院入口のサイン
や、各外来、病棟案
内等現物大モデル
で、向き、大きさ、色
合い、デザインなど院
長はじめ幹部職員で
検討し、より良いサイ
ンを目指します。

がんばる職長さん


